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東京・横浜地区における結核の接触者

検診の実施状況とその関連要因
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目的　大都市の保健所における結核患者の接触者の把握状況および接触者検診の実施状況の実態

を把握するとともに，それらに影響を及ぼす要因を検討する。

方法　東京都特別区および神奈川県横浜市の計4保健所に1995年から1997年に新登録された結核

患者431人を対象に，結核患者登録票等の既存資料を用いて接触者の把握状況および接触者

検診の実施状況を調査し，それらに関連する要因について分析した。

成績　接触者の把握状況は，初発患者の28.3％で不十分であり，特に家族以外の接触者で把握状

況が悪い傾向がみられた。把握状況の悪い初発患者の特徴として，「年齢」が20歳から39歳，

「対人接触状況」が濃厚，「感染危険度区分」が重要，「住居形態」が不特定があげられた。

日常的に行われている接触者検診（個別接触者検診）と接触者集団検診別に接触者検診の実

施状況を分析したところ，その延実施率は個別接触者検診が59.1％，接触者集団検診が

80.4％であった。個別接触者検診の実施状況が悪いのは，「排菌状況」が菌陰性，「過去3年

間の検診歴」が1回以上および不明の初発患者であった。接触者集団検診では，「患者本人

への面接」が未実施で実施状況が悪かった。さらに，接触者個別・集団検診のいずれの場合

も保健所間でその実施状況に大きな格差がみられた。また，接触者検診の患者発見率は

1.0％であり，特に初発患者の同居家族，友人で高率であった。

結論　現状の接触者対策は，接触者の把握の段階から不十分であり，また接触者検診についても

その実施状況は不良であった。今後は，現状の問題点の改善を図り，患者の病状や対人接触

状況に応じた質の高い接触者検診を全国的に展開することが必要とされる。
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